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システムについて

1.　はじめに

長崎県は，約4,200kmの海岸線を有し我が国で
第 ２位の長さを誇っている。その長大な海岸線に
は82の港湾が点在しており，その数は全国の8.4
％に及んでいる。これらの港湾や海岸に建設され
ている約200kmにも及ぶ港湾施設や約400kmの海
岸保全施設（以下，「港湾施設等」という）は
1970年代後半から建設されてきており，今後老朽
化する施設が急増してくることになる。
県民生活の安全・安心のためにはこれらの施設
の本来の機能を維持し安定的なサービスを提供す
るとともに，施設の延命化とライフサイクルコス
トの縮減を図っていく必要があるが，そのために
は，効率的かつ計画的な維持管理の手法を定める
必要がある。
本稿では，長崎県が取り組んでいる維持補修シ
ステム（以下，「本システム」という）について
紹介する。

2.　‌�長崎県港湾施設維持補修‌
システムの概要

本システムは，長崎県が管理する港湾施設等の
施設諸元情報や点検結果を管理し，各施設の状態

把握を行うとともに，計画的な維持補修を行うた
めの維持補修計画の策定を支援するシステムである。
また，県庁内LANを利用して，それぞれの地
方機関より効率的な維持管理業務が行えるように
配慮したものとなっている。

⑴　システムの目的
本システムは，以下の ２点を主目的としたシス
テムとなっている。
①�　長崎県が管理する港湾施設等の施設諸元，点
検・調査，補修履歴などの情報を登録・蓄積し
一元的に管理する。
②�　蓄積された情報を利用し，長崎県の港湾施設
維持管理の考え方（ガイドライン）に基づき，
維持補修計画の策定を支援する。

⑵　システムの構成
本システムは大きく以下の ３つの機能から構成
されている（図― 1）。
①　港湾施設管理機能
施設情報や点検結果等の登録・編集と，蓄積さ
れている情報の検索・参照を行う機能
②　維持補修計画策定機能
施設情報や点検結果を基に，健全度評価，劣化
予測，経済性評価等により，維持補修計画の策定
を支援する機能
③　点検用データ入出力機能
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前回の点検結果をEXCELシート上に出力した
り，点検結果を入力したEXCELシートを読み込
んで，維持補修システムに反映させる機能

⑶　維持補修計画策定支援機能の詳細
維持補修計画策定支援の流れは図― 2に示すと

おりであり，点検・調査結果の登録から順に維持
補修計画策定を行っていく。
初めに，登録された一般定期点検結果から，施
設ごとに ４段階（A〜D）の健全度評価を表示す
る。次に健全度評価から評価進行予測計算を行
う。さらに，施設毎の整備優先度を設定するた

図― 1　システムの構成

図― 2　維持補修計画策定支援の流れ
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め，施設が持つ利用形態や施設性能，防災機能を
定量的に評価する社会的影響度を算出する。最後
に，各施設の健全度評価，評価進行予測及び社会
的影響度から各施設の整備優先度を算出し，優先
的に補修を実施する施設を決め，維持補修計画の
一覧をEXCELファイルに出力する。
実際は，点検結果を入力すれば，システム内で
自動的に維持補修計画（案）が策定される仕組み
になっている。

⑷　健全度評価機能
施設の健全度評価機能については，ガイドライ
ンに基づき，本システムにおいて自動的に評価が
できるように作成した。健全度算定様式を図― 3
に示す。
健全度評価機能は，健全度算定方法を踏まえて
作成した。
なお，システム画面上では，一般定期点検登録
時の健全度計算，閲覧及び確認をできるようにし
た（図― 4， 5）。

図― 3　健全度算定様式例
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県内港湾施設全体の維持補修計画策定の基礎資
料となる維持補修計画一覧（図― 6）については，
整備優先度，対策限界年度，対策開始想定年度
（健全度評価B→Aになる年度）が表示される機能
として作成した。

⑸　事後評価機能作成
維持補修の事後評価機能については，維持補修
計画に係る対策工法等の登録機能，健全度評価の
算出や評価進行予測のパラメータ設定，及び維持
補修の工法や費用等の履歴をデータベースに登
録，参照できるように作成した（図― 7）。

図― 4　健全度評価一覧画面

図― 5　健全度評価詳細画面
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図― 6　維持補修計画一覧出力例

図― 7　ガイドラインでの事後評価の位置付け
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4.　おわりに〜今後の課題〜

⑴　データの蓄積
点検データや補修履歴を蓄積することで，重み
係数や補修工事費等をより実態に即した値に見直
し，システムの精度を向上させることが重要であ
る。

⑵　評価の重み付けの検証
整備優先度評価の指標として，健全度，社会的
影響度それぞれについて重み付けにより算出した
評価点を用いている。整備優先度評価結果に対し

て，施設の実情が適切に反映されていないと判断
される場合には，重み付けの見直しを図るなどの
調整が必要である。

⑶　点検技能の向上と結果入力の簡素化
施設の点検は，「施設維持点検実施要領」（点検
マニュアル）を用いて実施しているが，判定ミス
も見受けられたため，点検者の技能向上と，チェ
ック体制の構築が必要である。
また，点検結果のシステム入力作業に予想以上
に時間を要しているため，現場点検とシステム入
力が簡素化するような仕組みを検討する必要があ
る。
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